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農林水産省 近畿農政局（兵庫県拠点）

近畿農政局兵庫県拠点では、関係機関及び国の行政機関の協力を得て、平成30年8月2日～3日
の2日間、神戸地方合同庁舎において、「夏休み子ども見学デー」を開催しました。

大変暑い中でしたが、2日間で約300名のご参加をいただき、子どもたちの元気な笑い声でいっぱい
の楽しい見学デーとなりました。

また、来年の開催に向け、アンケートでいただいた感想やご意見を踏まえ、更に充実した内容にな
るよう計画して参ります。

たくさんのご参加ありがとうございました。

近畿農政局兵庫県拠点（地方参事官室）

この食べ物はどこから来たのかな？

近畿農政局兵庫県拠点（統計）

お米の調査の仕組みを知ろう！！

近畿農政局兵庫県拠点（消費・安全）

正しい食品表示って？この食べ物の原料は？

水産庁 瀬戸内海漁業調整事務所
～ 「水産庁」のおしごと ～



農林水産省では、平成30年11月を中心に様々なイベントを展開する「食と農林漁業の祭典」の
一環として、食と農林漁業に関わる取り組みを行っている大学生グループによる活動発表のコン
テスト「食と農林漁業大学生アワード2018」出場グループを募集します。

本コンテストは「食」と「農林漁業」を通じた「地域」の再生に向けて、大学生の相互の研鑽
と連携の強化を促進するとともに、若者の取り組みの重要性についての国民的理解を深めること
を目的として実施するものです。

募集対象
食や農林漁業について、自主的な取り組みを行っている大学生のグループ（学生団体、サークル、

研究室等）であり、東京（丸の内エリア）での平成30年11月3日（土曜日）の前日リハーサル並び
に11月4日（日曜日）に開催される発表審査及び表彰式に参加できるグループを対象とします。

応募締切
平成30年9月19日(水曜日) 

詳しくは http://www.maff.go.jp/j/press/shokusan/service/180720.html

誌面の都合上、全ての参加
官署を紹介できませんが、一
部紹介します。

詳細は、下記のホームペー
ジをご覧ください。

「食と農林漁業大学生アワード2018」出場グループ募集中

近畿農政局兵庫県拠点（経営・食料産業）

色んな物を釣って、農林漁業を知ろう！！

動物検疫所神戸支所

動物検疫所は、どんな仕事をするの？

独立行政法人 家畜改良センター兵庫牧場

ご存じですか？兵庫牧場の役割

動物検疫所検疫探知犬イメージキャラクターの
「クンくん」と大阪入国管理局マスコットキャラク
ターの「えんトラくん」の初共演もありました！！

水産庁 瀬戸内海漁業調
整事務所では、瀬戸内海
での違法な操業の取り締ま
りなどを行っています！！

顔出しパネルから「こんにちは！！」
大人だって楽しみたいですから。

近畿農政局
東播用水二期農業水利事業所
加古川水系広域農業施設総合管理所

水はどこからくるの？

神戸植物防疫所

植物検疫って？顕微鏡を覗くと・・・！！

詳しくは http://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/hyogo/p_repo/photorep_2018.html



宍粟市でトマト、きゅうりの生産・販売をされている、
株式会社KY田中農園の代表取締役 田中一成さんにお話を
伺いました。

「健康に携わる仕事がしたい」という想いが「健康」
⇒「食」⇒「農」にたどりつき、茨城県の農園でトマト、
きゅうりの栽培を2年間学び、平成16年に地元の宍粟市
で農業を始めました。

就農当初は温度・水管理、土作り等がうまく出来ず苦
労の連続でしたが、落ち葉を使った堆肥を利用した土作
りにこだわり、徐々に自分の理想とする「おいしいトマ
ト」が栽培出来るようになりました。

今は、私、妻、社員等併せて11名で約40aのハウスでトマト、きゅうりを栽培し、ＪＡ、スー
パー等に出荷しています。

当農園のトマトも何度か品評会で賞を頂き、今まで続けてきた努力が評価されたことだと感じ
ていますが、なによりも、消費者の皆様から「ここのト
マトはおいしい」との声を頂くことが励みになり、次へ
の活力となります。

平成28年12月に法人化したことで、これまでの職人
的な考えから、経営者としての目を養うことも必要だと
感じるようになりました。

法人化して一番良かったことは、妻が積極的に営業に
関わってくれたことで、特に経営面などへの意見をもら
い助けになったことです。

これからも、「おいしいトマト」と喜んでもらえるよ
う、謙虚に、前向きにトマトを作り続けたいと思います。

こだわって、ぶれないトマト作り！

地域の特性を活かした６次産業化に向けて

篠山市和田で水稲・黒大豆等の生産を行っている農業
生産法人(有)みたけの里舎代表取締役の石田英正さんに
お話を伺いました。

当社は、父の成正氏が平成4年7月に設立し、現在は、
妻、兄と従業員・パート合わせて６名で、水稲を中心に
黒大豆、トマト等の野菜を約30ha栽培しています。

消費者への直接販売の他、ＪＡへの出荷、米穀店への
卸売、農産物加工施設「舎良房（しゃらぼー）」（平成
20年設立）において、もち米や大豆等の農産物加工品を
製造・販売しています。

商品は、神戸元町商店街の水曜市や尼崎市の塚口さん
さんタウン内で、米や黒大豆、野菜ほか農産物加工品を店頭販売をし、好評をいただいています。

品質の向上と経営の効率化を進めるため、ほ場ごとに施肥や品質データの管理を行うクボタス
マートアグリシステム（KSAS）対応の農業機械の導入を検討しています。

また、平成27年からは、大手スーパーと製薬会社が
共同企画で行っている「家族で大豆を育てよう!」（体
験ツアー）に農地を提供しており、種植えから収穫ま
で食べ物への感謝の気持ちを育む体験を通して、消費
者との交流を深めています。

今後は、農地中間管理機構を活用し、更に農地を規
模拡大するとともに、「舎良房」を拡張整備し、６次
産業化総合化事業計画の認定も視野に入れ、篠山地域
の特性を活かした農業経営に取り組む予定です。

元町1番街水曜市にて



農林水産省では、日本の伝統的な食文化である「和食」やふるさとの「郷土料理」に対して、
子どもたちの強い関心と理解を育むことを目的に、「全国子ども和食王選手権」を開催します。

お絵かきや、和食の知識や技を競い合う体験を通して、日本の食文化に対する理解を深め、そ
の普及を推進するため、参加する小学生を9月21日（金曜日）まで募集します。

詳しくは http://www.maff.go.jp/j/press/shokusan/wasyoku/180611.html

編集後記

○食品事故

食品事故には、主に食中毒事故、農薬残留事故、異物混入事故がある

生物的危害要因（細菌・ウィルス） 病原性大腸菌は大きな問題となる食中毒事故

物理的危害要因 大規模な商品回収に至る例も見られる異物混入事故

化学的危害要因 一度の発生で産地の信頼に大きな影響農薬残留事故

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2018.8

食品事故の現状とGAPによる未然防止

○食品安全を確保するための農場管理

農業生産各段階の危害要因を分析、これを取り巻く農場管理を行うことによる食品安全の確保

「GAPの共通基盤に関するガイドライン（野菜）」に基づくポイント

ほ場
・ほ場や隣接地の従前用途や

現在の用途を確認
・堆肥や廃棄物がほ場を汚染

するリスクを検討し、対応
・近隣作付作物からの農薬の

ドリフトを受けるリスクを
検討

使用する水、資材
・栽培や出荷調製に使う水の

種類を確認
・堆肥の製造工程証明書によ

り安全性確認
・肥料登録の有無を確認
・使用する農薬は登録を遵守

収穫、調製、出荷
・作業者の健康、衛生管理
・施設の衛生管理、定期点検
・資材（ハサミ、ナイフ、コ

ンテナ）の洗浄
・運搬車両の汚物、野菜残渣

の除去

栽培管理
・農薬の適正使用、ルール化
・使用資材の履歴を記帳・管

理
・農薬、肥料の記録簿の作成･

記録

次回は「環境保全の必要性とGAPによる対応」をお届けします！

奴らがこない。独特の羽音を立て、断りもなく血液を吸い取る。夏は暑いものだが今年の
夏は異常であり、奴らも気温が35℃を超えると活動が鈍るらしい。

暑さのおかげで体を刺されることも少なく痒みもないが、私も蚊と同じく
活動が鈍っている今日この頃です。

「第3回 全国子ども和食王選手権」参加者の募集
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